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星
や
科
学
の
楽
し
さ
を
多
く
の
人
た
ち
へ
！

～
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼
津
天
文
科
学
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

～

　

議
員
が
直
接
話
を
聞
い
て
市
民
の
本

音
に
迫
る
「
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
。

　

今
回
は
、
25
周
年
を
迎
え
た
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼
津
天
文
科
学
館
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
、

５
名
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
！

 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
主
に
「
科
学
分

野
」
と
、
「
天
文
分
野
」
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

科
学
分
野
で
は
、
科
学
工
作
や
ロ

ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
を
子
ど

も
た
ち
に
教
え
る
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
天
文
分
野
で
は
、
天
文
イ
ベ

ン
ト
や
、
天
気
の
良
い
土
日
に
星
空
観

望
会
を
開
催
し
て
お
り
、
小
型
望
遠
鏡

の
操
作
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
外
か
ら
65
人
が
登
録
し

て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
状
況
に

合
わ
せ
て
、
交
替
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
勉
強
す
る
の
？

　

科
学
工
作
は
、
研
修
の
ほ
か
、
短
時

間
で
簡
単
に
出
来
る
も
の
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
事
前
に
実
際
に

作
っ
て
み
て
、
手
順
を
覚
え
て
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
特
に

知
識
が
必
要
な
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
事
前
に
研
修
を
受
け
て
か
ら
参
加
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

天
文
分
野
で
は
、
互
い
に
知
識
を
教

え
あ
っ
た
り
、
新
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
先
輩
と
組
む
こ
と
で
、
星
の
こ
と
や

望
遠
鏡
の
組
み
立
て
方
、
扱
い
方
を
勉

強
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
か
ら
人
気
の
資
格

「
星
空
案
内
人
」
の
講
座
を
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
パ
ー
ク
が
主
催
し
て
く
れ
る
の

で
、
２
年
ほ
ど
勉
強
を
し
て
、
知
識
を

高
め
る
人
も
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
ろ
う
と
し
た

き
っ
か
け
は
？

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
大
き
な
望
遠
鏡

で
星
を
観
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
当
時
は
日
本
平
の
近
く
に

住
ん
で
い
た
の
で
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

今回、インタビューに対応していただいたボランティアの
皆さんと川島議員（写真左）、深田議員（写真右）

科学工作の様子

小型望遠鏡の操作を
指導をしている様子
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を
見
に
良
く
通
い
ま
し
た
し
、
小
さ
な

望
遠
鏡
を
買
っ
て
、
本
で
見
た
宇
宙
や

星
座
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
り
、
焼
津
に
大
型
天
体
望

遠
鏡
が
あ
る
の
を
知
り
、
木
星
と
シ
ュ
ー

メ
ー
カ
ー
・
レ
ヴ
ィ
彗
星
の
衝
突
の
様

子
な
ど
も
見
せ
て
も
ら
い
、
や
っ
ぱ
り

好
き
だ
っ
た
の
で
、
参
加
し
ま
し
た
。

星
に
は
ど
ん
な
魅
力
が
？

　

ふ
と
夜
空
を
見
上
げ
た
時
に
、
星
や

星
座
を
知
っ
て
い
る
と
、
い
つ
で
も
楽

し
め
ま
す
よ
ね
。

　

例
え
ば
月
。
見
る
と
「
綺
麗
だ
ね
」

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
よ

く
観
察
す
る
と
、
ウ
サ
ギ
模
様
は
黒
色

を
し
て
い
ま
す
。
何
故
で
し
ょ
う
？

　

月
に
小
惑
星
が
衝
突
し
て
出
来
た
大

き
な
ク
レ
ー
タ
ー
に
、
月
の
地
下
か
ら

溶
岩
が
流
れ
込
み
、
そ
れ
が
、
黒
く
て
、

ツ
ル
ッ
と
し
て
い
て
、
大
き
く
て
丸
い

と
い
う
性
質
の
玄
武
岩
だ
っ
た
の
で
、

ウ
サ
ギ
模
様
は
あ
ん
な
風
に
見
え
ま
す
。

　

知
っ
て
る
と
、
同
じ
月
で
も
ち
ょ
っ

と
違
い
ま
す
よ
ね
。
こ
ん
な
風
に
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

焼
津
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
！

　

焼
津
を
一
度
離
れ
て
か
ら
戻
っ
て
き

た
時
、
温
暖
で
住
み
や
す
い
気
候
で
、

自
然
も
あ
り
、
街
並
み
も
整
備
さ
れ
て

い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
焼
津
は
空
気
が
良
い
か
ら
と

移
住
を
さ
れ
た
方
も
お
り
、
住
み
や
す

さ
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

行
政
や
議
会
に
つ
い
て
期
待
し
て
い

る
こ
と
は
？

　

タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
も
出
来
ま

し
た
が
、
併
せ
て
、
こ
の
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
パ
ー
ク
等
も
含
め
て
、
前
か
ら
あ

る
施
設
も
、
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

の
か
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
教
え

る
機
会
が
あ
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
お
祭
り
や
施
設
な
ど
、
皆
に

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
も
っ
と
盛
り
上

が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
こ
と
は
あ
る
？

　

今
後
も
天
文
現
象
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
う
の
で
、
、
情
報
発
信
を
し
っ
か

り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
催
し

法の
り

月づ
き 

喜よ
し

明あ
き

さ
ん

齊さ
い

藤と
う 

滋し
げ

史ふ
み

さ
ん

斎さ
い

藤と
う 

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

村む
ら

田た 

勉
つ
と
む

さ
ん

粂く
め 

久ひ
さ

枝え

さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

　
答
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん

も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が

楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼
津

天
文
科
学
館

焼
津
市
田
尻
２
９
６
８–

１

☎
６
２
５–

０
８
０
０

平
　
日
：
９
時
〜
17
時

土
日
祝
：
10
時
〜
19
時

　
　
　
　
　
（
休
館
日
あ
り
）

ディスカバリーパークの
大型望遠鏡（県内最大）

月のウサギ模様の理由は

インタビューの様子
（ディスカバリーパーク焼津 天文科学館にて）
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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ
ン
事
業
費
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
費
な
ど

 

合
計
５
憶
９
３
２
３
万
８
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
可
決
！

　

市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
の
28

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
17
件
を
審
議

６
月
２
日　

本
会
議
第
一
日

・
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

・
人
事
案
件
３
件
を
同
意
（
市
長
提
出
）

・
市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
（
承
認
案
件
）
３
件
を
上
程
し
、

承
認

・
補
正
予
算
１
件
（
一
般
会
計
）
、
条
例
改
正
６
件
、
一
般
案
件

２
件
を
上
程
（
市
長
提
出
）

６
月
17
日
・
20
日　

本
会
議
第
二
日
～
第
三
日

・
一
般
質
問
12
議
員
（
Ｐ
６
～
12
参
照
）

・
議
案
質
疑
２
議
員

６
月
21
日　

各
委
員
会
の
議
案
審
査

・
各
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
（
Ｐ
15
～
18
参
照
）

６
月
29
日　

本
会
議
第
四
日

・
６
月
２
日
に
上
程
さ
れ
た
９
議
案
の
審
査
結
果
報
告
及
び
質
疑
、

討
論
を
経
て
、
全
て
可
決
（
Ｐ
４
・
５
参
照
）

・
補
正
予
算
２
件
（
一
般
会
計
１
件
、
企
業
会
計
１
件
）
、
が
追

加
上
程
さ
れ
、
質
疑
及
び
委
員
会
審
査
を
経
て
、
す
べ
て
可
決

（
市
長
提
出
）
（
Ｐ
４
参
照
）
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全会一致原案可決全会一致原案可決 全会一致原案可決

全会一致原案可決全会一致原案可決賛成多数原案可決

全会一致原案可決全会一致承認全会一致承認

＜市長専決処分＞

令和４年度焼津市一般会計

補正予算（第１号）

増額310万８千円

子育て世帯臨時特別給付金

の支援対象に対し児童1人

当たり10万円を支給

主な議案の審議結果

令和４年度焼津市一般会計

補正予算（第３号）案

増額３億7,249万８千円

介護施設等整備事業費、子

ども個別予防接種費、LINE

クーポン事業費、水産業流

通力強化支援事業費　など

＜市長専決処分＞

令和４年度焼津市一般会計

補正予算（第２号）

増額１億6,790万円

物価高騰等に対する低所得

の子育て世帯支援のため児

童1人当たり5万円を支給

令和４年度焼津市一般会計

補正予算（第４号）案

増額２億2,074万円

スマートシティ推進事業費、

災害情報共有システム導入

事業費　など

焼津市勤労会館条例の一部

を改正する条例

次期指定管理者の公募を見

据えた、条例内にあるト

レーニング室の文言削除と、

浴室利用料金の改定

焼津市手数料条例の一部を

改正する条例の制定について

建築基準法及び長期優良住

宅の普及の促進に関する法

律の改正に伴う、所要の改

正

焼津市立総合病院使用料及

び手数料条例の一部を改正

する条例

診療報酬の改定に伴う、特

別初診料及び特別再診料の

改定

焼津市印鑑条例の一部を改

正する条例

「らくらく窓口証明書交付

サービス」を導入すること

に伴う改正

焼津市税条例の一部を改正

する条例の制定について

地方税法の改正に伴う上場

株式等に係る課税方式、住

宅ローン控除の特例延長な

どを定めようとするもの
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議　案　名 議決結果 賛成：反対
石
原
安
竹
内
田
増
井
河
合
藁
科
須
﨑
石
田
松
島
村
松
川
島
杉
田
岡
田
秋
山
池
谷
渋
谷
杉
﨑
青
島
鈴
木
太
田
深
田

市
長
提
出
議
案

議第41号
焼津市立総合病院使用料及
び手数料条例の一部を改正
する条例の制定について

原案
可決

18：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案17件中、賛否が分かれた採決状況

 （○印は賛成、×印は反対　池谷和正議長は可否同数の裁決以外は採決に加わりません。）

議会ワンポイント解説
第１回

（再掲）

　このコーナーでは、議会のことを少しでも知っていただくために、議会でよく使われる用語に

ついて、できるだけわかりやすく市民のみなさんにご説明します。

　今回は、過去に掲載した内容のうち、第１回の内容を再度ご紹介します。

「代表質問」・「一般質問」とは？

●代表質問

　会派の代表議員が、市長の施政方針や市政全般について質問をします。焼津市議会では２月

定例会のみ実施しています。

●一般質問

　議員個人が、市民の声などを反映させるため、市の執行機関に対して、市の事務の執行状況

や今後の方針などについて質問をします。年４回（2月、6月、9月、11月）の定例会で実施し

ています。

●その他、質問の違い

代 表 質 問 一 般 質 問

質問方法 一括
＊1

一括もしくは一問一答
＊2

（選択制）

質問時間
＊3

30分以内 30分以内

質問回数 ３回以内
一括の場合は３回以内

一問一答の場合は無制限

＊１「一　　括」・・・複数の項目を１回の発言でまとめて質問し、まとめて答弁をもらう方法

＊２「一問一答」・・・１項目ごと質問し、その都度、答弁をもらう方法

＊３「質問時間」・・・議員が発言している時間の合計（執行機関側の答弁時間は含まない）

5やいづ　議会だより



Ｑ

消
防
団
組
織
の
今
後
の
運
用
に
つ
い

て
、
行
政
と
し
て
期
待
す
る
姿
は
。

Ａ

焼
津
市
消
防
団
は
、
基
本
団
員
と
機

能
別
団
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
お
り
、

昼
間
の
消
火
体
制
の
確
保
を
目
的
と

し
て
、
自
営
業
や
在
勤
者
の
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
機
能
別
消
防
隊
を
発
足
し
た
。

そ
の
後
、
計
画
的
に
市
職
員
や
事
業

所
職
員
で
組
織
す
る
機
能
別
消
防
隊

を
増
隊
し
た
。
各
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
、
役
割
を
活
か
し
、
日
頃
か
ら

の
鍛
錬
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
い
た

だ
く
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ

今
後
の
設
備
資
機
材
の
導
入
計
画
は
。

Ａ

毎
年
、
計
画
的
に
消
防
団
資
機
材
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
計
画

的
に
整
備
を
進
め
、
各
機
材
の
軽
量

化
や
最
新
の
機
能
を
搭
載
す
る
機
器

の
導
入
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ

各
種
学
習
や
訓
練
の
導
入
は
。

Ａ

消
防
団
員
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は

地
域
消
防
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
消
防
団
員
の
要
望
を

伺
い
な
が
ら
講
習
会
の
参
加
、
訓
練

の
実
施
等
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

市
内
準
用
河
川
及
び
小
河
川
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う

Ｑ

将
来
の
予
測
に
対
す
る
河
川
対
策
は
。

Ａ

国
や
県
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
、
２

級
河
川
に
お
い
て
も
県
内
初
と
な
る

流
域
治
水
協
議
会
を
設
立
し
、
治
水

対
策
の
具
体
的
な
実
施
や
計
画
策
定

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

Ｑ

氾
濫
に
際
し
、
情
報
の
収
集
や
伝
達

は
ど
の
よ
う
な
手
段
で
行
う
か
。

Ａ

同
報
無
線
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
や

い
づ
防
災
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ｄ

ボ
タ
ン
な
ど
で
情
報
発
信
を
し
て
い

る
。

一 般 質 問

市 政 を 質
ただ

す    ！

６月定例会では、12議員が一般質問を行いました！

　議員個人が市の執行機関に対して、市の事務の執行状況や今後の方針など

について質問を行います。

　一般質問の全ての内容は、市議会ホームページの「映像配信」、「会議録検

索」からご覧いただくことができます。（最新の内容は掲載まで時間が掛か

ることがありますのでご了承下さい。）

焼
津
市
消
防
団
の
今
後
は

増
ます

井
い

好
よし

典
のり

（凌雲の会）

田尻新堀川の満潮時下流付近
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Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
受
入
額
が
２
０
２
０

年
度
ま
で
の
累
計
で
約
２
２
９
億
円

の
よ
う
だ
が
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
額
と
経
費
差

引
後
の
正
味
の
金
額
と
経
費
率
は
。

Ａ

受
入
額
約
１
３
６
億
３
千
万
円
で
費

用
を
差
し
引
い
た
金
額
は
約
６
７
億

４
千
万
円
弱
、
経
費
率
は
約
50
％
強
。

Ｑ

今
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
予
算
66
億
円

の
う
ち
、
費
用
総
額
が
約
47
％
弱
。

33
億
円
を
基
金
繰
入
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
差
額
約
３
億
何
千
万
円
は
予
算

上
ど
こ
に
計
上
さ
れ
る
か
。

Ａ

総
務
省
調
査
の
報
告
外
数
字
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
通
常
の
事
務
に
充

て
る
費
用
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ

市
民
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
減
収

額
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。

Ａ

Ｒ
３
年
度
税
額
控
除
額
は
約
１
億
６

千
６
百
万
円
強
、
過
去
３
年
分
位
の

ふ
る
さ
と
納
税
額
伸
び
率
等
を
勘
案

し
て
見
込
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ

こ
の
制
度
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
当

市
の
財
政
運
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
考
え
ら
れ
る
か
、
市
長
の
認
識
は
。

Ａ

こ
の
制
度
が
恒
久
財
源
で
は
な
い
こ

と
を
念
頭
に
、
行
政
需
要
に
有
効
に

活
用
し
て
い
る
。
寄
付
金
基
金
を
創

設
し
財
源
確
保
に
努
め
て
い
る
。

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
公
表
の

疑
問
―
避
難
意
識
低
下
懸
念
―

Ｑ

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
津
波
対

策
施
設
が
完
成
し
た
場
合
と
し
て
い

る
、
そ
の
全
て
の
完
成
は
い
つ
か
。

Ａ

い
つ
着
手
す
る
か
も
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
の
で
終
わ
り
が
示
せ
な
い
。

Ｑ

で
は
こ
の
図
は
何
か
説
明
を
乞
う
。

Ａ

市
民
の
皆
さ
ん
と
、
こ
の
目
標
に
向

か
っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
事
な
の

で
理
解
願
い
た
い
。

Ｑ

Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
複
業
人
材
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
制
度
の
目
的
を
伺
う
。

Ａ

本
事
業
は
、
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
の
新
し
い

経
営
課
題
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
地

元
企
業
と
、
高
度
な
ス
キ
ル
を
持
つ

複
業
人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
課
題

解
決
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
。

Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ
ン
祭
第
４
弾
で
は
、

１
億
円
に
五
千
万
円
を
増
額
し
、
総

額
１
億
五
千
万
円
と
し
て
補
正
予
算

を
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

LINEクーポン祭
第４弾ポスター

今
後
も
焼
津
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
活
用
し
、
便
利
で
分
か
り

や
す
い
市
政
情
報
の
配
信
を
行
う
と

と
も
に
、
市
外
の
方
に
も
魅
力
あ
る

焼
津
市
の
情
報
を
発
信
し
、
引
き
続

き
登
録
者
数
の
増
加
と
情
報
発
信
力

の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

Ｑ

起
き
て
し
ま
っ
た
い
じ
め
に
ど
う
対

応
し
て
い
る
か
。

Ａ

教
育
委
員
会
の
支
援
と
し
て
、
各
学

校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
心

の
教
室
相
談
員
な
ど
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
学
校
で
の
対
応
に
対
し
て

助
言
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
学
校

で
は
、
い
じ
め
等
の
未
然
防
止
や
早

期
対
応
を
目
的
と
し
て
、
道
徳
の
授

業
の
充
実
や
人
間
関
係
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
児
童
・
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
教
育
相
談
を
実
施
す
る
な

ど
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
や
絆
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
い
じ
め
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
克
服
に
向
け
た

地
域
の
経
済
活
動
の
活
性
化
へ

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
詳
細
な
内
容
を
伺
う

　

―
制
度
変
更
に
も
備
え
て
―

安
やす

竹
たけ

克
かつ

好
よし

（凌雲の会）

杉
すぎ

﨑
ざき

辰
たつ

行
ゆき

（市民派議員団）津波シミュレーション結果
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Ｑ

民
生
委
員
の
定
数
、
欠
員
数
、
民
生

委
員
１
人
当
た
り
の
避
難
行
動
要
支

援
者
の
人
数
は
。

Ａ

民
生
委
員
は
、
定
数
２
５
２
名
に
対

し
、
現
在
２
５
１
名
。
避
難
行
動
要

支
援
者
は
、
民
生
委
員
１
人
当
た
り

平
均
９
名
を
担
当
し
て
い
る
。

Ｑ

民
生
委
員
選
考
を
地
区
委
員
に
依
頼

し
て
い
る
が
、
選
考
時
に
お
け
る
業

務
説
明
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ

業
務
説
明
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
連

合
会
に
お
い
て
、
人
選
に
伴
う
適
格

要
件
や
主
な
活
動
内
容
な
ど
を
説
明

し
、
新
た
に
民
生
委
員
を
お
願
い
す

る
場
合
は
、
現
民
生
委
員
の
方
に
も

同
行
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ

改
選
期
の
新
任
者
へ
の
引
き
継
ぎ
、

個
人
情
報
取
り
扱
い
な
ど
を
含
む
研

修
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

Ａ

改
選
期
の
引
き
継
ぎ
は
、
見
守
り
が

必
要
な
方
に
つ
い
て
ま
と
め
た
福
祉

票
を
基
に
対
象
者
の
自
宅
を
訪
問
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
な
ど
を
含
む
研
修
は
、

県
の
研
修
会
に
参
加
を
し
て
い
る
。

公
民
館
図
書
室
の
利
用
拡
大
を

Ｑ

公
民
館
図
書
室
の
利
用
状
況
と
、
各

公
民
館
図
書
室
と
図
書
館
と
の
連
携
、

利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ

公
民
館
図
書
室
の
利
用
状
況
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
30
年

度
と
令
和
３
年
度
で
は
、
約
20
％
増

加
し
て
い
る
。
身
近
に
あ
る
公
民
館

図
書
室
は
、
市
民
に
と
っ
て
利
便
性

が
高
く
、
ま
た
、
予
約
し
た
図
書
館

の
本
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
た

め
、
今
後
も
ポ
ス
タ
ー
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
広
報
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
市
民

に
活
用
を
呼
び
か
け
る
。

Ｑ

上
乗
せ
健
診
か
ら
眼
底
検
査
を
廃
止

し
た
が
、
そ
の
根
拠
は
。

Ａ

必
要
な
方
に
は
、
詳
細
な
健
診
で
必

ず
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
廃
止
し
た
。
な
お
、

眼
底
検
査
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
る

影
響
は
な
い
。

Ｑ

焼
津
地
区
の
個
別
健
診
医
療
機
関
で
、

眼
底
検
査
の
機
器
が
あ
り
、
当
日
検

査
で
き
る
機
関
は
何
件
あ
る
か
。

Ａ

２
医
療
機
関
で
あ
る
。

Ｑ

志
太
医
師
会
の
健
診
を
受
け
る
方
は
、

受
付
で
申
し
入
れ
て
、
１
６
５
０
円

で
眼
底
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
人
数
等
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ

志
太
医
師
会
の
眼
底
検
査
を
希
望
し

て
受
け
て
い
る
人
数
に
つ
い
て
、
市

で
関
与
し
て
い
る
検
査
で
は
な
い
た

め
、
承
知
し
て
い
な
い
。

Ｑ

心
電
図
検
査
は
上
乗
せ
健
診
と
し
て

な
ぜ
残
し
て
あ
る
の
か
。

Ａ

上
乗
せ
健
診
に
心
電
図
検
査
を
残
し

て
い
る
理
由
は
、
虚
血
性
心
疾
患
等

の
重
大
な
疾
患
を
早
期
発
見
す
る
た

め
に
必
要
と
判
断
し
た
た
め
。

Ｑ

検
査
結
果
が
そ
ろ
わ
な
い
の
に
総
合

判
定
を
し
て
い
る
と
い
う
情
報
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ

各
医
療
機
関
に
総
合
的
に
判
定
を
す

る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
。

Ｑ

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
連
携
フ
ロ
ー
は
志
太
医

師
会
の
集
団
健
診
で
も
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
。
志
太
医
師
会
の
集
団
健

診
で
実
施
し
な
い
理
由
は
。

Ａ

結
果
を
説
明
す
る
機
会
が
な
い
た
め

実
施
し
て
い
な
い
。
担
当
課
が
検
査

結
果
か
ら
対
象
者
を
抽
出
し
、
保
健

師
等
の
訪
問
で
説
明
し
て
い
る
。

特
定
健
診
を
含
め
た
焼
津
市
の
健
康
診
査

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
て

青
あお

島
しま

悦
えつ

世
よ

（市民派議員団）

内
うち

田
だ

修
しゅう

司
じ

（凌雲の会）

昨日がそうであったように
元気で自立して暮らせるように

小川公民館図書室の様子
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Ｑ

食
材
費
の
補
助
は
、
静
岡
市
や
浜
松

市
、
島
田
市
、
磐
田
市
、
富
士
宮
市
、

富
士
市
、
沼
津
市
と
、
か
な
り
の
市

町
が
臨
時
交
付
金
を
使
っ
て
補
正
予

算
を
組
む
。
焼
津
市
で
は
９
月
定
例

会
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

Ａ

今
後
の
給
食
提
供
に
お
け
る
影
響
な

ど
、
引
き
続
き
質
と
量
を
確
保
す
る

こ
と
を
第
一
に
献
立
な
ど
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
中
で
、
交
付
金
の

活
用
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
る
。

焼
津
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
へ

Ｑ
こ
ど
も
家
庭
庁
が
で
き
、
子
ど
も
を
真

ん
中
に
し
た
施
策
で
一
番
の
指
針
に
な

る
の
が
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
で
あ

る
。
富
士
市
は
子
ど
も
の
権
利
条
例
を

つ
く
り
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
や
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
も
位
置
づ
け
て

い
る
。
本
市
は
情
報
も
施
策
も
バ
ラ
バ

ラ
な
の
で
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
勉

強
し
て
配
布
で
き
る
よ
う
に
し
、
次
に

「
焼
津
市
子
ど
も
権
利
条
例
」
を
目
指
し

て
い
く
、
焼
津
市
の
子
ど
も
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
の
方
針
が

大
事
で
は
な
い
か
。

Ａ

子
ど
も
に
関
係
す
る
施
策
の
窓
口
の

明
確
化
は
さ
ら
に
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
は
、
先
進
地
を

研
究
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
が

い
い
の
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

1989年に国連で採択され、
1994年に日本で批准されている

ミ
ニ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
大
富
代
替
地
を

Ｑ

①
市
民
の
意
見
や
要
望
②
代
替
地
の

た
め
の
予
算
③
代
替
地
の
見
通
し
は
。

Ａ

①
地
元
大
富
地
区
自
治
会
か
ら
再
設

置
の
要
望
、
市
民
意
識
調
査
や
メ
ー

ル
で
も
要
望
が
あ
る
②
当
初
予
算
措

置
は
し
て
い
な
い
③
近
隣
の
地
域
で

公
共
用
地
の
代
替
地
を
検
討
し
て
き

た
が
、
面
積
や
周
辺
道
路
等
、
諸
条

件
に
合
わ
ず
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

Ｑ

感
染
症
・
風
水
害
・
地
震
・
津
波
等

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
し
て
の
危
機

管
理
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
コ
ロ

ナ
等
感
染
症
は
現
在
で
は
予
防
接
種

等
の
効
果
や
市
民
の
努
力
に
よ
り
沈

静
化
し
つ
つ
あ
る
。
自
然
災
害
に
対

す
る
危
機
管
理
等
で
は
、
最
大
ク
ラ

ス
の
津
波
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

公
表
さ
れ
、
結
果
は
。

Ａ

整
備
済
み
、
整
備
中
、
整
備
予
定
等

の
施
設
が
完
成
し
、
施
設
の
効
果
が

最
大
限
発
揮
さ
れ
た
場
合
、
浸
水
面

積
が
85
％
減
少
さ
れ
る
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。
今
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
施
設
整
備
後
の
浸
水
域

を
確
認
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

Ｑ

発
災
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

Ａ

本
市
で
は
焼
津
市
職
員
防
災
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
災
害
時
初
動
対
応
を
策

定
、
避
難
所
開
設
、
運
営
や
物
資
の

調
達
、
輸
送
等
、
発
災
後
１
週
間
程

度
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
へ
の
対
応
を

定
め
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
電
気
・
ガ
ス
等
の
事
業
者
は

災
害
対
策
基
本
法
等
に
基
づ
き
早
期

復
旧
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
の
充
実

 

脱
ア
ナ
ロ
グ
を
目
指
し
て

Ｑ

公
立
小
中
学
校
の
職
員
室
は
、
ま
だ

ア
ナ
ロ
グ
な
世
界
と
言
わ
れ
て
い
る
。

校
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
に
よ
り

「
働
き
方
改
革
」
が
進
ま
な
い
の
で

は
。

Ａ

本
市
で
は
、
早
い
段
階
か
ら
校
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
、
多
く
の
校

務
処
理
に
パ
ソ
コ
ン
等
を
活
用
し
て

き
た
。
島
田
市
・
藤
枝
市
と
共
同
で

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
教
職
員
も
業
務
に
精
通
し
て
き

て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
地
区
で
は
見

ら
れ
な
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

物
価
高
騰
か
ら
学
校
給
食
の
食
材
費
に
補
助
を

市
総
合
計
画
「
安
全
な
暮
ら
し
の
推
進
」
よ
り

「
危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
」
は

深
ふか

田
だ

ゆり子
こ

（日本共産党市議会議員団）

太
おお

田
た

浩
こう

三
ざぶ

郎
ろう

（市民派議員団）
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Ｑ

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影
響

が
拍
車
を
掛
け
、
原
油
価
格
、
物
価

高
騰
の
中
、
生
活
者
や
事
業
者
は
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
き
な
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
国

が
自
治
体
の
事
業
を
財
政
支
援
す
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
拡
充
し
、

各
自
治
体
の
判
断
で
生
活
者
支
援
や

事
業
者
支
援
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
本
市
へ
の
臨
時
交
付
金

の
交
付
限
度
額
は
。

Ａ

交
付
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
３
億
９

６
０
７
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

学
校
給
食
な
ど
へ
の
原
油
価
格
、
物

価
高
騰
に
よ
る
影
響
と
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
保
っ

た
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
。

Ａ

給
食
食
材
は
、
価
格
変
動
の
影
響
を

常
に
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
も
仕
入
れ
品
目
や
価
格
に
注
視

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
努

力
を
重
ね
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
が

確
保
さ
れ
た
給
食
を
提
供
し
て
き
た
。

Ｑ

現
下
の
物
価
高
騰
に
対
し
て
コ
ス
ト

削
減
に
努
め
て
い
る
内
容
は
。

Ａ

食
材
の
調
達
は
見
積
も
り
合
わ
せ
や

選
定
委
員
会
等
を
通
じ
て
、
可
能
な

限
り
安
価
な
食
材
を
調
達
。
主
食
や

牛
乳
は
、
半
期
ご
と
に
調
達
先
を
決

定
し
、
短
期
的
な
価
格
変
動
の
影
響

を
受
け
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ

交
付
金
に
つ
い
て
、
９
月
定
例
会
で

補
正
予
算
と
し
て
計
上
す
る
か
。

Ａ

小
・
中
学
校
等
の
給
食
へ
の
支
援
な

ど
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
。
物

価
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
９
月

定
例
会
を
め
ど
に
、
関
係
予
算
案
が

提
案
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

Ｑ

衣
料
品
が
抱
え
る
環
境
問
題
と
今
後

の
取
り
組
み
に
関
し
、
昨
年
か
ら
環

境
省
と
消
費
者
庁
と
経
産
省
が
連
携

し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
は
、

国
内
で
約
51
万
ト
ン
の
衣
類
が
１
年

間
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

市
で
行
っ
て
い
る
古
着
の
回
収
の
頻

度
や
、
そ
の
後
の
流
通
な
ど
を
伺
う
。

Ａ

本
市
は
、
他
団
体
に
先
駆
け
平
成
25

年
度
か
ら
古
着
回
収
に
よ
る
リ
ユ
ー

ス
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
家
庭
で
不
要

と
な
っ
た
生
活
用
品
を
、
必
要
と
し

て
い
る
人
に
譲
る
た
め
、
不
用
品
活

用
バ
ン
ク
に
よ
る
古
着
を
含
む
リ

ユ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

リ
ユ
ー
ス
古
着
の
回
収
は
、
毎
週
木

曜
日
か
ら
日
曜
日
に
ミ
ニ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度

の
実
績
は
約
１
３
２
ト
ン
だ
っ
た
。

ま
た
集
ま
っ
た
リ
ユ
ー
ス
古
着
は
、

業
者
を
通
し
て
国
内
外
で
中
古
衣
料

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
リ
ユ
ー
ス
で
き
な
い
古
着
に
つ

い
て
は
、
月
１
回
の
地
域
の
資
源
物

回
収
と
毎
週
木
曜
日
か
ら
日
曜
日
に

ミ
ニ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
て
お

り
、
昨
年
度
の
実
績
は
約
86
ト
ン
で

あ
っ
た
。
集
め
ら
れ
た
リ
ユ
ー
ス
で

き
な
い
古
着
は
業
者
を
通
し
て
国
内

で
工
業
用
ウ
エ
ス
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ

今
後
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
推
進
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

環
境
省
が
推
奨
し
て
い
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
環
境
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
５
つ
の
行
動
の
意
義
を
今
後
、

市
民
の
皆
様
に
講
座
な
ど
を
通
し
て

理
解
を
し
て
も
ら
い
、
皆
様
に
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
指
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
焼
津
市
が
で
き
る
こ
と

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う

石
いし

原
はら

孝
たか

之
ゆき

（無会派）

鈴
すず

木
き

浩
ひろ

己
み

（公明党議員団）

リユース古着の回収
©環境省 (CC BY-ND 4.0)

学校給食
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Ｑ

市
の
河
川
整
備
計
画
の
目
標
流
量
は

気
候
変
動
を
考
慮
し
た
も
の
に
見
直

さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ

台
風
19
号
の
時
に
目
標
流
量
を
超
え

る
流
量
の
実
績
は
承
知
し
て
お
り
、

気
候
変
動
を
踏
ま
え
、
流
域
治
水
の

考
え
の
も
と
、
県
や
流
域
市
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ

住
宅
に
雨
水
貯
留
施
設
等
を
設
置
す

る
こ
と
へ
の
助
成
制
度
は
ど
う
か
。

Ａ

今
年
度
、
小
石
川
流
域
の
雨
水
流
出

抑
制
の
検
討
業
務
を
行
う
中
で
、
各

戸
貯
留
や
先
進
市
の
情
報
を
集
め
研

究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
な
く
す

Ｔ
Ｎ
Ｒ
地
域
猫
活
動
の
充
実
を

Ｑ

こ
の
事
業
に
対
す
る
市
の
評
価
は
。

Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
多
大
な
協
力

を
い
た
だ
い
て
事
業
を
す
す
め
て
い

る
が
、
少
し
ず
つ
住
民
主
体
の
地
域

猫
活
動
へ
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
市
民
の
理
解
促
進
の
た
め
、
普

及
啓
発
に
一
層
努
め
て
い
く
。

強
度
行
動
障
が
い
児
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
を

Ｑ

保
護
者
た
ち
か
ら
市
内
で
は
受
け
入

れ
を
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が

届
い
て
い
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

Ａ

事
業
所
で
働
く
職
員
の
確
保
や
支
援

を
行
う
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

に
よ
り
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

教
職
員
に
よ
る
性
暴
力
対
策

Ｑ

相
談
し
や
す
い
仕
組
み
な
ど
市
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

Ａ

児
童
・
生
徒
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
、
心
の
教
室
相
談
員
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
定
期

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど

対
応
し
て
い
る
。

Ｑ

原
発
災
害
が
発
生
し
た
時
、
放
射
性

物
質
が
焼
津
ま
で
到
達
す
る
時
間
は
。

Ａ

平
均
風
速
4.8
ｍ
と
し
て
単
純
計
算
す

る
と
１
時
間
半
か
ら
２
時
間
前
後
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
に

避
難
指
示
が
出
る
の
か
。

Ａ

事
業
所
か
ら
国
に
状
況
を
直
ち
に
連

絡
。
国
が
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
施

設
の
警
戒
事
態
、
敷
地
緊
急
事
態
、

全
面
緊
急
事
態
等
の
指
示
を
出
す
。

Ｑ

健
康
福
祉
部
で
の
要
配
慮
者
、
要
支

援
者
の
世
帯
調
査
の
把
握
は
。

Ａ

毎
年
の
世
帯
家
族
調
べ
か
ら
実
態
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
ど
の
よ
う
に
服
用

す
る
の
か
。
ま
た
服
用
不
適
切
者
の

実
態
把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ

国
の
指
示
で
市
の
職
員
が
避
難
先
で

配
布
。
服
用
不
適
切
者
の
実
態
把
握

は
で
き
て
い
な
い
。

Ｑ

「
命
を
守
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
が
方
針
な
ら
ば
再
稼
働
反
対
の

意
思
表
明
を
。

Ａ

原
子
力
規
制
委
員
会
で
再
稼
働
の
審

査
中
だ
が
基
準
を
満
た
し
た
場
合
で

も
国
か
ら
納
得
で
き
る
説
明
が
必
要
。

命
の
水
と
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然

を
守
る
立
場
か
ら
リ
ニ
ア
新
幹

線
事
業
中
止
の
意
思
表
明
を

Ｑ

Ｊ
Ｒ
が
新
た
に
示
し
た
方
策
案
、
こ

れ
に
対
し
て
何
を
評
価
し
た
の
か
。

Ａ

ト
ン
ネ
ル
湧
水
の
全
量
戻
し
の
方
策

案
で
、
具
体
的
な
方
策
案
が
検
討
さ

れ
た
取
り
組
み
を
評
価
し
た
。

Ｑ

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
守
り
、
焼
津

の
自
然
を
守
っ
て
い
く
最
下
流
域
の

市
長
と
し
て
工
事
中
止
の
表
明
を
。

Ａ

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
事
業
に
関
し

て
、
中
止
な
ど
の
意
見
を
述
べ
る
立

場
で
は
な
い
。

水
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
対
策
強
化
を

浜
岡
原
発
再
稼
働
反
対
の
意
思
表
明
を

 

～
焼
津
市
原
発
災
害
避
難
計
画
を
検
証
し
て
～

秋
あき

山
やま

博
ひろ

子
こ

（無会派）

杉
すぎ

田
た

源
げん

太
た

郎
ろう

（日本共産党市議会議員団）

まちねこ活動を呼びかける
京都市のパンフレット

2013年、浜岡砂丘近くから高草山
まで風船を飛ばした時の様子。
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全国市議会議長会表彰

 東海市議会議長会表彰

　令和４年４月に書面開催され

た「東海市議会議長会総会」お

よび５月に開催された「全国市

議会議長会総会」において、市

政の振興と地方自治の進展に寄

与され功績のあった、青島悦世

議員、太田浩三郎議員に表彰状

が授与されました。

●特別表彰　議員15年以上

 ・・・青 島　悦 世 議員（写真右）

●特別表彰　議員25年以上

 ・・太田 浩三郎 議員（写真左）

Ｑ

河
川
、
側
溝
清
掃
活
動
に
関
す
る
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

少
子
高
齢
化
の
中
で
継
続
は
か
な
り

難
し
い
と
思
う
。
河
川
清
掃
、
側
溝

清
掃
等
に
限
ら
ず
、
地
域
の
問
題
解

決
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
費
用
を
負

担
し
て
そ
の
道
の
プ
ロ
的
な
市
民
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
依
頼
す
る
と
い
う
こ

と
も
新
し
い
時
代
と
と
も
に
、
推
進

で
き
る
よ
う
な
活
動
に
な
っ
て
い
け

ば
良
い
と
思
う
。
市
で
先
導
を
切
っ

て
、
そ
ん
な
話
合
い
を
持
っ
て
も
ら

え
た
ら 

あ
り
が
た
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

Ａ

焼
津
市
で
は
今
年
度
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
地
域
課
題
等

を
解
決
す
る
た
め
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
関
係
の
、
庁
内
を
横
断
、
部

局
を
ま
た
が
っ
た
体
制
で
対
応
を
考

え
て
い
る
。
難
し
い
点
は
あ
る
が
、

庁
内
で
も
認
識
を
持
っ
て
、
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
い
ろ
ん
な

団
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
を
新
た

に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
財
政
支
援
を

Ｑ

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
半
ば
公
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
う
家
庭
へ
の
公
費
に
よ
る
支
援

は
全
く
な
い
。 

国
、
県
に
先
ん
じ

て
必
要
な
財
政
支
援
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ

国
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
段
階
で
の
財

政
支
援
は
考
え
て
い
な
い
が
、
不
登

校
児
童
・
生
徒
や
そ
の
家
庭
へ
の
寄

り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

河
川
・
側
溝
清
掃
活
動
に
一
考
を
願
う

岡
おか

田
だ

光
みつ

正
まさ

（市民派議員団）

町内一斉の側溝清掃
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コロナ患者を診察するための機器を購入

新型コロナウイルス感染症への対応

予算・条例等の審査概要《総務文教常任委員会》

焼
津
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ
今
回
の
改
正
で
、
所
得
税
と
個
人
住

民
税
の
課
税
方
式
が
選
択
で
き
な
く

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

所
得
者
層
に
影
響
が
あ
る
の
か
。

Ａ
金
融
所
得
（
上
場
株
式
の
配
当
所
得

や
株
式
譲
渡
所
得
等
）
の
課
税
方
式

を
一
本
化
す
る
改
正
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
所
得
の
多
い
少
な
い
に
は
関

わ
ら
な
い
。

Ｑ
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
期
間
延
長
さ
れ

る
が
、
市
内
で
の
対
象
者
数
と
控
除

額
は
。

Ａ
令
和
３
年
度
の
対
象
者
は
３
７
４
４

人
で
、
１
憶
６
５
０
０
万
円
強
が
市

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
る
。

焼
津
市
立
総
合
病
院
使
用
料

及
び
手
数
料
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ
産
婦
人
科
と
小
児
科
が
焼
津
市
立
総

合
病
院
の
強
み
だ
と
考
え
る
。
受
診

を
希
望
し
て
来
て
く
れ
る
方
が　

特

別
初
診
料
を
７
７
０
０
円
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
考

え
る
の
か
。

Ａ
特
別
初
診
料
は
、
紹
介
状
を
持
た
な

い
患
者
に
つ
い
て
徴
収
す
る
も
の
で
、

夜
間
救
急
を
受
診
す
る
未
就
学
児
や

妊
婦
な
ど
、
急
を
要
す
る
患
者
に
つ

い
て
は
徴
収
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
診
療
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、

全
国
一
律
で
最
低
７
７
０
０
円
の
徴

収
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
に
伴
う
最
低
限
の
引
き
上
げ
で

あ
る
。

令
和
４
年
度
焼
津
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
案

Ｑ
今
回
、
県
費
補
助
金
を
利
用
し
て
購

入
す
る
医
療
機
器
の
使
用
目
的
は
何

か
。

Ａ
今
回
購
入
す
る
Ｃ
Ｔ
や
血
液
浄
化
装

置
な
ど
の
機
器
に
つ
い
て
は
、
今
後

更
新
が
必
要
に
な
る
も
の
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
患
者
の
診
察
に
も
使
用
す
る
。

Facebookで情報発信中！
　多くの市民の皆様に議会と市政に関心を持っていただくため、焼津市議会の公式Facebook

ページ「やいづ市議会」を開設しています。

　議会定例会や議会の公式活動に関する情報などを中心に情報発信をしています。

ページへの「いいね！」をお願いいたします。

https://www.facebook.com/yaizushigikai/
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条例等の審査概要 《市民福祉・建設経済常任委員会》

らくらく窓口証明書交付サービスの端末を設置

タッチパネル操作で各種証明書が発行可能に

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

焼
津
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ
「
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー

ビ
ス
」
の
端
末
機
を
９
月
１
日
か
ら

設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
場
所
は

ど
こ
か
。

Ａ
新
庁
舎
２
階
、
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

窓
口
の
前
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
「
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー

ビ
ス
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
課
の
配
置
人
数
の
減
少
は
図
ら

れ
る
の
か
。

Ａ
市
民
課
の
職
員
は
本
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
必
要
も
あ
る

た
め
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り

職
員
数
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

焼
津
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
及
び
全
国
の
長
期
優
良
住
宅
の

普
及
状
況
は
。

Ａ
本
市
に
お
け
る
長
期
優
良
住
宅
の
認

定
件
数
は
、
令
和
３
年
度
の
住
宅 

７
１
３
件
中
、
３
２
２
件
（
約
45
％
）

で
あ
る
。

全
国
平
均
の
約
25
％
と
比
較
し
て
、

本
市
は
普
及
が
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。

焼
津
市
勤
労
会
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

Ｑ
焼
津
市
勤
労
会
館
条
例
か
ら
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
文
言
を
削
除
し
た

理
由
は
。

Ａ
焼
津
市
勤
労
会
館
の
指
定
管
理
者
選

定
に
あ
た
り
、
今
ま
で
ど
お
り
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
と
し
て
の
利
用
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
事
業
者
か
ら
自
由
な
事

業
提
案
を
し
て
も
ら
い
た
い
た
め
で

あ
る
。

新庁舎2階　市民課ロビー

焼津市議会映像配信

        
　焼津市議会では、インターネットによる本会議のライブ中継と、

録画映像を配信しています。傍聴に来ることができない場合でも、

パソコンやスマートフォン、タブレット端末等で本会議の映像を

ご覧いただくことが出来ます。（録画映像の配信は閉場ごとおお

むね７日（土日祝日を除く）以降からご覧になれます。）

市議会インターネット中継をご覧ください！ 

■焼津市議会映像配信　http://www.yaizu-city.stream.jfit.co.jp/
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令和４年度補正予算の審査概要《予算決算審査特別委員会》

それぞれ南部土地区画整理区内、大井川地区に

介護施設等を新たに市内に整備

介
護
施
設
等
整
備
事
業
費

Ｑ
今
年
度
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の

３
か
所
を
増
や
す
計
画
か
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
は
併
設
さ
れ
る
た
め
、

２
か
所
で
あ
る
。

Ｑ
２
か
所
の
建
設
場
所
は
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
南
部
区
画
整
理

区
内
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
は
大
井
川
地
区
を
予
定

し
て
い
る
。

骨
髄
ド
ナ
ー
支
援
事
業
費

Ｑ
事
業
の
内
容
と
申
請
手
続
き
は
。

Ａ
補
助
対
象
は
、
「
骨
髄
バ
ン
ク
事
業

に
お
い
て
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し

た
者
」
及
び
「
骨
髄
等
を
提
供
し
た

者
が
就
業
す
る
事
業
所
」
と
し
、
補

助
額
は
、
提
供
者
に
対
し
、
通
院
又

は
入
院
等
の
日
数
に
２
万
円
を
乗
じ

た
額
（
最
大
７
日
分
）
、
事
業
所
に

対
し
て
は
、
通
院
又
は
入
院
等
の
日

数
に
１
万
円
を
乗
じ
た
額
（
最
大
７

日
分
）
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
又
は
健
康
づ
く
り

課
窓
口
に
設
置
す
る
申
請
書
に
、
必

要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
い
た

だ
く
。

感
染
症
拡
大
防
止
資
機
材
整

備
事
業
費

Ｑ
保
育
園
で
空
気
清
浄
機
を
購
入
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
園
と
台
数
は
。

Ａ
大
井
川
保
育
園
に
６
台
、
石
津
保
育

園
に
１
台
を
購
入
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
民
間
保
育
園
等
の
コ
ロ
ナ
対
応
状
況

は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
も
民
間
保
育
園
等
を
対
象

と
し
た
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
補
助
制
度

が
あ
り
、
ど
の
園
も
活
用
し
て
い
る

実
績
が
あ
る
た
め
、
対
応
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
個
別
予
防
接
種
費

Ｑ
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
を
し
て
い
な
い
間
に
対
象
年
齢
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
世
代
」
の
対
象
人
数
及
び
接
種
者

見
込
み
数
、一
人
当
た
り
の
補
助
額
は
。

Ａ
接
種
者
見
込
数
は
、
平
成
12
年
～
17

年
生
ま
れ
の
未
接
種
者
３
５
９
１
人

の
う
ち
、
４
７
１
人
を
想
定
し
て
お

り
、
接
種
費
用
は
１
回
に
つ
き
１
万

６
７
５
３
円
の
補
助
で
あ
る
。
（
計

３
回
の
接
種
）

Ｑ
積
極
的
勧
奨
を
し
て
い
な
い
間
に
自

費
で
接
種
を
し
た
方
へ
の
補
償
の
見

込
み
は
。

Ａ
未
接
種
者
３
５
９
１
人
の
１
％
で
あ

る
35
人
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
定
期
接
種
と
し
て
３
回
分
の
接
種
が

完
了
せ
ず
、
自
費
で
接
種
し
た
場
合

の
費
用
補
助
に
つ
い
て
。

Ａ
自
費
で
接
種
し
た
分
は
、
償
還
払
い

で
対
応
す
る
。

Ｑ
自
費
接
種
分
の
領
収
書
が
な
い
場
合

は
。

Ａ
基
本
的
に
は
、
必
要
書
類
と
し
て
領

収
書
が
必
要
だ
が
、
な
い
場
合
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
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小
学
校
要
・
準
要
保
護
児
童
就

学
援
助
費 

及
び 

中
学
校

要
・
準
要
保
護
生
徒
修
学
援
助
費

Ｑ
１
人
当
た
り
の
支
給
額
と
、
１
日
当

た
り
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

Ａ
児
童
生
徒
１
人
当
た
り
２
万
円
で
、

夏
休
み
は
学
校
ご
と
に
差
が
あ
る
が
、

最
長
の
25
日
間
を
基
準
と
し
て
１
日

当
た
り
８
０
０
円
の
昼
食
費
と
な
る
。

Ｑ
８
０
０
円
と
い
う
金
額
は
適
当
か
。

Ａ
夏
休
み
中
の
給
食
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
の
昼
食
代
で
あ
る
た
め
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
品
数
を
考
え
れ
ば
、
弁

当
を
購
入
す
る
と
し
て
も
妥
当
な
金

額
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
費

Ｑ
令
和
３
年
度
の
支
給
実
績
は
。

Ａ
16
世
帯
41
件
で
、
合
計
３
４
０
万
円

を
支
給
し
た
。

Ｑ
令
和
４
年
度
の
現
況
と
見
通
し
は
。

Ａ
５
月
末
現
在
で
、
６
世
帯
へ
計
42
万

円
を
支
給
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
申
請

状
況
等
を
元
に
、
今
後
見
込
ま
れ
る

６
８
４
万
円
を
今
回
、
補
正
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。

Ｑ
生
活
困
窮
相
談
の
状
況
は
。

Ａ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
か

ら
３
年
度
に
か
け
て
相
談
数
が
急
増

し
て
い
る
。

潮
風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

整
備
事
業
費

Ｑ
潮
風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
整
備
事
業

費
の
内
訳
は
。

Ａ
植
栽
、
散
策
路
の
舗
装
及
び
照
明
灯

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
事
業
の
完
了
は
い
つ
か
。

Ａ
令
和
７
年
度
完
了
を
目
途
と
し
て
い

る
。

Ｑ
今
回
の
補
正
予
算
で
の
施
工
範
囲
は
。

Ａ
準
用
河
川
の
藤
守
川
を
境
に
、
北
側

と
大
井
川
方
向
に
向
か
っ
た
２
工
区

を
分
割
し
て
工
事
を
発
注
す
る
。

水
産
業
流
通
力
強
化
総
合
支

援
事
業
費

Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
物
産
展
へ
の
出
店
支
援
と
い

う
こ
と
だ
が
、
補
助
額
の
上
限
や
、

支
援
の
想
定
件
数
は
。

Ａ
令
和
３
年
度
は
８
店
舗
が
新
規
出
店

を
し
て
い
た
た
め
、
令
和
４
年
度
は

10
店
舗
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
補

助
額
は
３
５
０
万
円
（
１
店
舗
に
つ

き
35
万
円
）
を
予
定
す
る
ほ
か
、
物
産

展
の
ク
ー
ポ
ン
と
し
て
、
１
２
４
０

万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
費

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
経

緯
は
。

Ａ
元
々
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
は

令
和
７
年
ま
で
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
た
事
業
で
あ
る
が
、
今

回
、
国
か
ら
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
の
募
集
が
あ
っ
た
た
め
、
現
時
点

で
は
挑
戦
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た

も
の
の
応
募
を
し
、
採
択
さ
れ
た
。

応
募
に
際
し
て
は
事
業
計
画
を
精
査

し
、
Ｃ
Ｄ
Ｏ
の
協
力
も
得
な
が
ら
作

成
し
て
い
る
。

Ｑ
個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
は
あ
る
か
。

Ａ
今
回
の
事
業
で
は
、
個
人
情
報
は
利

用
し
な
い
。

Ｑ
災
害
情
報
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
多
言
語
対
応
は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
現
時
点
で
は
多
言
語
対
応
は
検
討
し

て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
の
情
報
が
届
き
に
く
い
と

こ
ろ
へ
の
対
応
は
。

Ａ
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
対
応

は
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
を
活
用

す
る
等
も
含
め
て
研
究
し
て
い
き
た

い
。

潮風グリーンウォーク
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◎総務文教常任委員会　＜５月９日～11日＞

◇学校給食における地産地消の取り組み（群馬県高崎市）
毎年の地場産使用状況調査によって、使用拡大の検討を実施

◇ＩＣＴを活用した学校教育の取り組み（茨城県古河市）
2015年度からＩＣＴ研究、GIGAスクール構想で学習環境の早期構築

◇親と子どもの居場所づくり（栃木県宇都宮市）
子どもの「関係性の貧困」解消のため「宮っ子の居場所づくり」を推進

◎市民厚生常任委員会　＜５月９日～11日＞

◇ゼロカーボンシティ宣言に係る取り組み（北海道千歳市）
目標達成への事業計画、支笏洞爺国立公園におけるゼロカーボンパークの推進

◇室蘭グリーンエネルギータウン構想（北海道室蘭市）
行政と地元立地企業との連携による水素社会推進への取り組み

◇ゼロカーボンシティ宣言に係る取り組み（北海道苫小牧市）
再エネ・ネガエミ電力の活用、脱炭素に向けたＣＣＳ実証プロジェクト

◎建設経済常任委員会　＜５月12日～13日（オンライン）＞

◇函館国際水産・海洋総合研究センター（北海道函館市）

函館国際水産・海洋都市構想を推進する中核的な研究施設

◇福島ロボットテストフィールド（福島県南相馬市）

陸海空のフィールドロボットの使用環境を再現した施設

◇小名浜港周辺のまちづくり（福島県いわき市）
震災復旧に留まらない賑わいづくりと、小名浜まちづくり市民会議との連携

※各委員会の視察報告書は議会ホームページでご覧いただくことができます。（アップロードまでお時間を頂くことがあります。）

常 任 委 員 会 行 政 視 察 報 告
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第55回焼津市議会議長旗争奪 サッカー定期戦

勝
利
の
行
方
は
!?

伝
統
の
一
戦

水
産
高
校 

VS 

中
央
高
校

　

６
月
11
日
、
「
第
55

回
焼
津
市
議
会
議
長
旗

争
奪
焼
津
水
産
高
校
対

焼
津
中
央
高
校
サ
ッ

カ
ー
定
期
戦
」
が
、
市

営
陸
上
競
技
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
前
半
、
中
央

高
校
が
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク

か
ら
先
制
す
る
と
、
続

い
て
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
で
２

点
目
を
挙
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
巻
き
返
し

を
図
り
た
い
水
産
高
校

は
前
線
を
押
し
上
げ
、

果
敢
に
中
央
ゴ
ー
ル
へ

攻
め
入
り
ま
す
が
、
そ

の
ま
ま
２
対
０
で
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
を
迎
え
ま
す
。

　

後
半
、
中
央
高
校
が

更
に
２
点
を
追
加
し
、

一
時
は
４
対
０
と
な
る

も
、
水
産
高
校
も
猛
攻

を
見
せ
、
す
ぐ
さ
ま
１

点
を
奪
い
返
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
追
い
上
げ

た
い
水
産
高
校
と
、
守

り
切
り
た
い
中
央
高
校

の
間
で
熾
烈
な
ボ
ー
ル

争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

予
断
を
許
さ
な
い
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た

が
、
そ
の
ま
ま
試
合
終

了
と
な
り
、
中
央
高
校

が
４
対
１
で
見
事
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
池

谷
和
正
議
長
か
ら
焼
津

中
央
高
校
に
、
議
長
旗

と
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
村
松
幸
昌
副
議
長

か
ら
も
両
校
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
伝
統
の
定

期
戦
は
、
両
校
揃
っ
て

の
記
念
撮
影
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

両校サッカー部のさらなる活躍を期待しています!
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編 集 後 記

　今年は異例の早さでの梅雨明けから猛暑日

が続き、これからの時期は特に豪雨災害も気

になります。気象や災害等の情報提供は、同

報無線やメール、LINEなど、多様な情報発

信手段で取り組まれています。

　議会だよりは、議会活動や審議内容を分か

りやすくお伝えするための情報発信手段です。

　皆様に議会を身近に感じていただける紙面

となるよう積極的に取り組んで参ります。皆

様のご意見、ご感想を是非お聞かせください。

 （石田）　　　やいづ市議会広報特別委員会　
石田江利子、内田修司、河合一也

川島　要、岡田光正、深田ゆり子

9月の市議会

日 曜日 内　　　　容 開会時間

9/1 木 本会議（議案の上程） 9：00

9/16 金 本会議（一般質問） 9：00

9/20 火 本会議（一般質問） 9：00

9/21 水 本会議（一般質問・質疑） 9：00

9/22 木 委員会 9：00

9/26 月 委員会 9：00

10/3 月 委員会 9：00

10/5 水 本会議（委員会報告・質疑・討論・採決） 9：00

　７月16日、ディスカバリーパーク焼津天

文科学館にて記念セレモニーが開催され、

正副議長が出席しました。

ディスカバリーパーク焼津天文科学館

開館25周年記念セレモニー

　７月17日、大井川港特設会場にて第21回

となる踊夏祭が開催され、オープニングセ

レモニーに多くの議員が出席しました。

第21回踊夏祭が開催

日程は変更になる場合がありますので、最新の情報はＨＰなど
でご確認ください。

本会議の模様は、インターネット中継でもご覧いただけます。

議
会
だ
よ
り

や
い
づ

編
集
・
発
行
　
焼
津
市
議
会
　
　
〒
4
2
5
-8
5
0
2
 
焼
津
市
本
町
２
丁
目
1
6
番
3
2
号
　
℡
 
0
5
4
-6
2
5
-8
1
9
3

令
和

４
年

８
月

1
5
日
 発
行
　
№
1
6
8


